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河口夏実 著

第一詩集『雪ひとひら、ひとひらが妹のように思え

る日よ』で第 27回歴程新鋭賞を受賞した河口夏実、

10年ぶりの待望の第二詩集。

くるしみよりも自由なこころを歌う珠玉の 24篇。

シャツのボタンを

掛け違えて 走りぬく道

船を動かす人たちを乗せ

雲がいっそう

華やいでいた

それはほろほろと崩れはじめる

星座を語る しずかな日々の強風により

愛の言葉が伝わってくる（「愛の言葉」より）


